
 

 

               

 

 

 

 

令和３年７月熱中症搬送者 １５０％増！ 

～熱中症に注意しましょう～ 
 

梅雨が明け、蒸し暑くなる７月頃から熱中症による救急搬送が多くなります。今年も新型

コロナウイルスの影響により、マスクの着用や自宅で過ごすことが多い生活となっています

が、感染予防に配意しながら熱中症対策をして、健康的な毎日を過ごしましょう。 
 

〇熱中症搬送人員の状況 

和歌山市では、令和３年７月２７日現在７７人を搬送しており、昨年よりも２６人増とな

っています。また、暑さ指数上昇と共に熱中症患者が増える傾向にあり、気象庁によると今

年の夏は平年よりも高い気温になるようです。 

なお、令和２年中の熱中症による救急搬送は２２４人となっており、梅雨明け後の７月か

ら件数が多くなります。 

 

 

 

担 当 課 警防課 

担 当 者 北野、有松 

電    話 ４２８－０１１９ 

内  線 ８３６８ 

記 者 発 表 

令和３年７月２９日 
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令和３年７月熱中症搬送者（１５０％増）

令和３年搬送人員 令和２年搬送人員

令和３年７月２７日時点（７月分）搬送人員５８件（１５０％増） 

令和２年７月２７日時点（７月分）搬送人員２３件  

※熱中症アラート発令７月１０日、１１日、２７日 

 



 

 

〇令和３年熱中症の発生状況 

 

〇熱中症予防とコロナ感染防止 

  マスク着用により、熱中症のリスクが高まります。暑さを避け、水分を摂るなどの「熱

中症対策」とマスク、換気などの「新しい生活様式」を両立させましょう。 

 １ 屋外で人との距離が十分（２ｍ以上）離れているときはマスクを外しましょう 

 ２ マスク着用時は、のどが渇いていなくてもこまめに水分補給しましょう。 

 

〇熱中警戒アラート発表時は徹底した予防対策を 

  熱中症アラートは、熱中症の危険性が極めて高いと予想される日の前日夕方又は当日早

朝に都道府県毎に発表されます。発表時は徹底した予防行動が必要です。 

  なお、和歌山県では７月１０日、１１日、２７日にアラートが発令されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照 環境省 熱中症警戒アラート リーフレット 

52%48%

環境別

屋内 屋外

環境別で

は屋内の

方が多い

です。

2%
11%

33%54%

年齢別

~7歳未満(乳幼児) ~18歳未満(少年) ~65歳未満(成人) ~65歳以上(高齢者)

年齢別では６５

歳以上の高齢者

が半数以上を占

めます。

45%

23%

10%

11%

11%

場所別

住宅 公衆

（学校含む）

仕事場 道路 その他

発生場所別では住宅での

発生が最も多いです。


